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一

大
学
院
の
変
遷

我
が
国
の
大
学
院
は
、

一
定
の
教
育
目
標
、
修
業
年
限
及
び
教
育

課
程
を
有
し
、
学
生
に
対
す
る
体
系
的
な
教
育
を
提
供
す
る
場

（教

育
の
課
程
）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
教
育
の
課
程
を

修
了
し
た
者
に
特
定
の
学
位
を
与
え
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
課
程
制

大
学
院
制
度
を
採

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
創
設
当
初
の
大
学

院
は
、
研
究
科
の
集
合
体
で
あ
り
、
教
育

の
場
と
い
う
よ
り
、
学
部

卒
業
者

の
研
究
の
場
と
い
っ
た
性
格
が
強
く
、
こ
の
こ
と
は
、
現
在

の
大
学
院
の
在
り
方
に
も
深
く
影
響
し
て
い
る
。

昭
和

二
二
年
に
学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ
た
際
に
、
初
め
て
教
育

研
究
組
織
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
課
程
制
大
学
院
制
度
の

考
え
方

が
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
種
々
の
改
善
方
策
の
提
案
も
あ

っ
た

が
、
実
態
と
し
て
の
大
学
院
は
、
規
模
も
学
部
に
比
し
て
非
常
に
小

さ
く
、
専
用
の
施
設

・
設
備
、
教
員
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が

措
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
わ
ば
学
部
の
付
け
足
し
的
な

組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
課
程
制
大
学
院

の
趣
旨
に
沿

っ
た
大

学
院
教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
状
況
が
長
く
続
い
て

き
た
。

昭
和
四
九
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
大
学
基
準
協
会
の
大
学
院
基
準
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
、
大
学
院
設
置
基
準
の
制
定
と
学
位
規
則
の
改

正
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
法
令
に
お
い
て
課
程

の
設
置
と
区
分
、
修
士
課
程
及
び
博
士
課
程
の
目
的
、
修
業
年
限
等

が
制
度
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
課
程
の
修
了
と
学
位
の
関
係
が
明
確

に
な
り
、

コ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
基
本
と
し
た
課
程
制
大
学
院
の
基
本
的

な
考
え
方
が
明
確
に
さ
れ
た

（図
1
）。

臨
時
教
育
審
議
会

（昭
和
五
九
年
～
六
二
年
）
の
提
言
を
踏
ま
え
、

昭
和
六
二
年
に
設
置
さ
れ
た
大
学
審
議
会
に
お

い
て
は
、
「大
学
等

に
お
け
る
教
育
研
究
の
高
度
化
、
個
性
化
及
び
活
性
化
等
の
た
め
の

図1我 が国の大学院制度の変遷
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具
体
的
方
策
に
つ
い
て
」
と
の
諮
問
を
受
け
、
大
学
院
に
つ
い
て
も

様
々
な
提
言
を
行

っ
て
き
た
。

平
成

三
年
に
は
、
「大
学
院
の
量
的
整
備
に
つ
い
て
」
の
答
申
が
な

さ
れ
、
こ
の
な
か
で
、
在
学
者
数
の
増
加
傾
向
、
大
学
院
修
了
者
に

対
す
る
需
要
動
向
、
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
対
す
る
需
要
動

向
、
留
学
生
の
受
入
れ
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、

一
〇
年
間

（平

成

一
二
年
ま
で
）
に
、
大
学
院
学
生
数
は
、
全
体
と
し
て
少
な
く
と

も
当
時

の
規
模
の
二
倍
程
度
に
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提

言
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
立
大
学
を
中
心
に
積
極
的
な
大
学

院
の
新
設
改
組
等
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
大
規
模
な
大
学
を
中
心
に
学

部
で
は
な
く
大
学
院
を
組
織
編
制
の
中
核
と
す
る
重
点
的
な
整
備
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
学
院
在
学
者
数
は
平
成
三
年
の
九

・
九

万
人
か
ら
二
〇

・
五
万
人

（平
成

一
二
年
）

へ
と
、

一
〇
年
間
で
二

倍
を
超
え
る
規
模

へ
と
拡
大
さ
れ
た

（図
2
）。
大
学
院
を
設
置
す
る

大
学
の
数
も
昭
和
三
〇
年
の
五
六
校
か
ら
、
現
在
で
は
そ
の
約

一
〇

倍
の
五
五
八
校
と
な
っ
て
お
り
、
国
公
私
立
大
学
を
問
わ
ず
、
大
学

院
の
量
的
規
模
は
着
実
に
拡
大
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る

（図
3
）。

大
学
院
制
度
の
弾
力
化
に
つ
い
て
も
年
々
整
備
が
進
み
、
学
部
を

持
た
ず

に
大
学
院
の
み
を
置
く
大
学
院
大
学
の
制
度
化
や
、
夜
間
大

学
院
、
昼
夜
開
講
制
、
通
信
制
大
学
院
、
長
期
在
学

コ
ー
ス
の
導
入

な
ど
、
社
会
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
種

々
の
改
革
が
進
め
ら
れ

て
き
て
い
る

（図
4
）。

図2－1人 口千人当たりの大学院学生数の国際比較

（注）アメリカ合衆国 ：学部学生数は、学士号取得課程在学者数及び非学位取得課程在学者数の合計であ り、

第1職 業専門学位取得課程在学者は大学院学生数に含まれる。

（ ）内はパートタイム学生を含めた数値である。

イ ギ リ ス ：連合王国。学部学生数は、第一学位 （学士相当）のみの数値である。

（ ）内はパー トタイム学生を含めた数値である。

フ ラ ン ス ：国立大学の 「学部」（第1・2期 課程）及び 「大学院」（第3期 課程）の在学者。技術

短期大学部 （2年）の在学者は含まない。

日 本 ：大学院学生数は、修士 ・博士課程の学生数の合計である。なお、学部学生数には、短
期大学、通信制、放送大学在学者は含まれていない。

［ ］は、医歯獣医学分野の学部学生数 （5・6年 次のみ）を大学院学生数に含めた

際の数値である．

（出典 ：教育指標の国際比較）

図2－2大 学院学生数の推移

（出典 ：学校基本調査）※在学者数

「修士課程」：修士課程 、区分制博士課程 （前期2年 課程）及び5年 一貫制博士課程 （1、2年 次）

「博士課程」：区分制博士課程 （後期3年 課程）、医歯獣医学の博士課程及び5年 一貫制博士課程 （3～5年 次）

通信教育 を行 う課程 を除 く

図3国 公私立大学のうち大学院を置く大学数及び率

面
公立1

幽
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図4近 年の主な大学院改革の進捗状況

○大学院大学、通信制大学院等の新しいタイプの大学院の増加

（昭和63年 → 平成17年 ）

・大学院大学

学部 を置 くことな く大学院のみ を置 く大学 1大 学→14大 学

・通信制大学院（制度創設 ：平成10年）

印刷教材や放送授業等により通信教育を行う大学院 0→ 鳩大学24研究 科

・夜間大学院

社会入の通学上の利便性から、主に夜間において教育を行 う大学院

2大 学2研 究科→25大 学31研 究科

・連携大学院 （制度創設：平成元年）

民間の研究所等が参画 して大学院教育を展開する大学院

0→105大 学206研 究科 （平成16年 〉

・専門職大学院 （制度創設： 平成15年 ）

法曹、経営学修士（MBA） 、技術 経営 （MOT） な ど特定分野の高度専門 職業人養成 に

特化した大学院 0→93大 学122専 攻
など

○大学院学生数 の増加

87，476人 （昭和63年 ）→254，483人 （平成17年 ）

○入学資格 や修 業年限等の制度の弾力化

・学部3年 次修 了か ら大学院への入学資格を認 める （制度創設1平 成元年）

大学の学部3年 次 を修了後大学 院に入学 した者170入38大 学 （平成15年 ）

・優秀 な学生は最短 茎年で修士 の学位 を取得可能 （勧度創設 ：平成元年〉

修士課程短期修 了者384人49大 学 （平成15年 ）

・大学院修士課程 く専門職学位課程）における長期在学 コース等の導 入 〈制度創設 ：平成11年 ）

長期在学 コース26大 学院3蔓研究科、短 期在学 コース35大 学院39研 究科 （平成 茎6年度〉

・本校の所在地以外の地域で授業や研究指導 の一部 を行 うことが可能 （平成3年 ）

サテ ライ ト教室27大 学32概 究科 〈平成給年〉→77大 学1◎9研究科 （平成蓋6年）

など
○教育研 究機能 の強化

・自己点検 ・評価 システムの導入 （制度創設 ＝平成3年 ）

自己点検 ・評緬 を実施 した大学583大 学 （約83％ ）（平成慧～歪5年）

・一定規模以上 の学生 を擁する大学院には大学院専任の教員等を備 える （制度創設 ：平成質年〉

大学院所属 の教員 （助手 を含む）609人 （平成元年）→26，218人 （平 成16年 ）

・研究科以外 の教育研究 上の基本組織 の制度 化 （制度創設 ：平成 懇年）

研究科以外 の組織 を置 く大学14大 学41教 育部等／35研 究部等 （平成17年 ）

。大学院におけるインターンシップ

イ ンター ンシ ップを実施 した研究 科28研究 科 （平成10年 〉→99研 究科 （平成14年〉
など

近
年

に
お
い
て
も
、
国
立
大
学

・
公
立
大
学
の
法
人
化
、
専
門
職
大

学
院
制
度
の
創
設
、
認
証
評
価
制
度

の
導
入
な
ど
、
大
学
院
を
含
め

た
大
学
制
度
の
根
幹
に
も
関
わ
る
改
革
が
次
々
に
実
施
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
財
政
的
な
支
援
に
つ
い
て
も
「二

一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

や
「特
色
あ
る
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
第
三
者
の
審
査

・
評

価
に
基
づ
き
国
公
私
立
大
学
を
問
わ
ず
資
金
が
配
分
さ
れ
る
制
度
が

創
設
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
か
く

「研
究
」
が
中
心
に
な
り

が
ち
で
あ

っ
た
大
学
に
お
い
て
、
「教
育
」
を
対
象
と
し
た
取
組
が
進

め
ら
れ

つ
つ
あ
る
。

二

中
央
教
育
審
議
会
答
申

「新
時
代
の
大
学
院
教
育
」
に
つ
い
て

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
大
学
院
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
制

度
の
整
備
や
量
的
な
充
実
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
が
、
我
が

国
が
今
後
と
も
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
の

一
員
と
な
り
、
持
続
的
な

発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
大
学
院
教
育
の
抜
本
的
な
充
実
を

図
り
、
国
際
的
に
も
魅
力
の
あ
る
大
学
院
教
育
の
構
築
を
図
っ
て
い

く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会

大
学
院
部
会
に
お
い
て
、
平
成

一
五
年

一
二
月
か
ら

「大
学
院
教
育

の
実
質
化

（教
育
の
課
程
の
組
織
的
展
開
の
強
化
）」

に
的
を
絞

っ

た
審
議
を
行
い
、
本
年
九
月
に
答
申

「新
時
代
の
大
学
院
教
育
－
国

際
的
に
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
の
構
築
に
向
け
て
ー
」
（以
下
、
「答

申
」
と
い
う
。）
が
な
さ
れ
た

（図
5
）。

答
申
に
お
い
て
は
、
①
大
学
院
教
育
の
実
質
化
と
②
国
際
的
な
通

用
性
、
信
頼
性
の
向
上
、
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
大
学
院
に
求
め
ら

れ
る
人
材
養
成
…機
能
や
博
士
、
修
士
、
専
門
職
学
位
課
程
の
各
課
程

ご
と
の
目
的

・
役
割
に
つ
い
て
整
理
を
行

っ
た
ほ
か
、
魅
力
あ
る
大

学
院
教
育
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
様

々
な
具
体
的
な
方
策
が
提
言

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
院
教
育
の
多
様
な
発
展
を
図
る
た
め
、

「各
大
学
院
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
の
目
的

に
即
し
た
多
様
な

形
で
の
教
育
研
究
体
制
の
構
築
や
教
育
研
究
活
動
の
組
織
的
展
開

（実
質
化
）
を
行
う
意
欲
的
か
つ
優
れ
た
取
組

へ
の
重
点
的
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
事
例
を
広
く
社
会

に
情
報
提
供
し
、
大

学
院
教
育
の
改
善
に
供
す
る
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
、
後
述
す
る

「魅
力
あ
る
大

学
院
教
育
」
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
事
業
化
さ
せ
た
。

本
答
申
に
お
い
て
は
、
国
に
対
し
、
今
後
五
年

間
程
度
の
期
間
に

お
け
る
大
学
院
教
育

の
改
革
の
方
向
性
、
展
開
方
策
等
に
つ
い
て
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
重
点
施
策
を

「大
学
院
教
育
振
興
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

（仮
称
）」
と
し
て
明
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
施
策
展
開

を
行

っ
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
で
は
、
平

成

一
七
年
度
内
を
目
途
に

「大
学
院
教
育
振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（仮
称
）」
を
策
定
し
、
地
域
社
会
や
産
業
界
等
の
理
解
も
得

つ
つ
、
大

学
院
教
育
の
充
実

・
強
化
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
（図
6
）。
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図5新 時代の大学院教育－ 国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて－
中央教育審議会答申(平 成17年9月5日)の 概要

方向性の基本となる答申等

「我が国の高等教育の将来像」

平成17年1月 中央教育審議会
(「第3期 科学技術基本計画」の策
定に向けた検討 等)

これまでの大学院改革

大学院大学、専門職大学院制度の創設、入学資格や就業年限の弾力化
産業界等との連携の強化 など

大学院に求められる人材養成機能

各大学院における教育理念、各課程の目的
等により、これら一つ又は複数の機能の発揮
に必要とされる教育を実施していくことが求
められる。

・創造性豊かな研究者等
・高度專門職業人
・教育と研究の能力を兼ね備えた大学教員
・知識基盤社会を多様に支える知的人材

博士、修士、専門職学位課程の目的・役割

【博士課程】研究者として自立して研究活動を行
うに足る、又は高度の専門性が求められる社会の
多様な方面で活躍し得る高度の研究能力とその基
礎となる豊かな学識を養う。

【修士課程】幅広 く深い学

識の涵養を図 り、研究能力

又はこれに加 えて高度の専

門的な職業を担 うための卓

越 した能力を培 う。

【専門職学位課程】特定
の高度専門職業人の養成
に特化して、国際的に通
用する高度で専門的な知
識 ・能力を涵養する。

各大学院は、どのような人材を養成しようとするのか、
その目的や役割を明らかにすることが重要

基本的な考え方

① 大 学 院 教 育 の 実質 化 ：教 育 の課 程 の 組 織 的展 開 の 強 化
各大学院の課程の目的を明確化し、体系的な教育プログラムを編成 ・実践

② 国際 的 な通 用 性 、 信 頼 性 の 向 上
大学院評価の確立、国際的な質保証活動への参加、世界的な教育研究拠点の形
成支援等

「大 学 院教 育 振興プラットフォー ム(仮 称)」の 策定

・国は、今後5年 間程 度の期間において早急に取り組むべき重点施策を明示⇒体系的・集中的な施策展 開
・各大学 はそれを踏まえつつ、大学院教育の充実を図る

大学院教育の改革を推進するための社会的環境の醸成

・大学院教育を含めた高等教育に要する費用について、高等教育への公財政支出の拡充とともに民間企

業や個人等からの資金の積極的導入が必要
・国公私立を通 じ、その特色に応 じて、それぞれにふさわしい適切な支援がなされるよう、機関補助と

個人補助の適切なバランス、基盤的経費助成と競争的資源配分を有効に組み合わせることにより、多
元的できめ細やかなファンディングシステムの構築が必要

量的規模の方向性 ：全体として、着実な増加傾向になると予想される人文 ・社会科学、自然科学の各分野のバランス
の とれた発展を目指すことが重要(人 材需要の変化への対応 ：国が一元的に調整するのではなく、

各大学院が、自らの果たすべき役割を基に対応することが基本)

① 大学院教育の実質化(教 育の課程の組織的展開の強化)
(1）課程制大学院制度の趣旨 に沿った教育の課程と研究指導の 確立

① コースワークの充 実 ・強化

◎学修課題を複数の科目等を通して体系的に履修するコースワークを充実し、関連する分野の基礎的素
養の涵養等を図っていくことが重要。特に、博士課程においては、コースワーク、論文作成指導、学位論
文審査等の各段階がつながりをもつ体系的な教育の課程の編成が重要。

・大学院の課程の単位の考え方の明確化
・修士課程及び博士課程(前 期)の 修了要件の見直し
・豊かな学識を養うための複合的な履修取組(主 専攻 ・副専攻制、ジョイントディグリー)・博士課程の短期在学コースの創設の検討
・各大学院における教育の実質化の取組に対する国の重点的支援と情報提供の推進

② 円滑 な博士 の学位授与 の促進

◎課程制大学院制度の趣旨の徹底を図るとともに、博士の学位の質を確保しつつ、標準修業年限内の学
位授与を促進。
・教員の意識改革の促進、教育のプロセスの明確化と適切な教育 ・研究指導
・学位論文等の積極的な公表、論文審査方法の改善などによる学位水準の確保
・現行の 「論文博士」の在り方の検討

③ 教員の教育 ・研究指導能力の向上のための方策
・課程の目的、教育内容 ・方法についての組織的な研究 ・研修(FD)
・成績評価基準の明示と厳格 な成績評価 ・修了認定

、教員 の教育研究活動の評価

(2)産業界、地域社会等多様な社会部門と連携した人材養成機能の強化

◎産業界等社会のニーズと大学院教育のマッチング、地域連携活動の推進と地域の発展への貢献、博士
課程修了者等の多様なキャリアパスの開拓

・産学協 同教育プログラム
、単位認定 を前提 とした長期 間の実践的なインターンシップの実施

・各大学 院による学生のキ ャリアパ ス形成に関する指導
、研究市場へ の積極的なアピール

・企業等 による博士の学位の取得者等の実力を評価 した人材の登用

(3)学修・研究環 の改善及び流動性の拡大

①学生
◎博士課程(後期)在学者等を対象とした修学上の支援策の充実、学生の流動性の拡大、社会人の大学院教育へ
のアクセスの拡大

・特別研究員事業
、及びTA・RA等 としても活用で きる競争的研究資金の拡充

・学生への経済的支援制度の審査等の早期化

・大学院入学後 の補完的な教育 プログラムの提供
、 リカレント教育の実施

・社会人の大学院への進学 ・再入学についての産業界等による支援

② 若手教員

◎教員・研究者としてのキャリアの各段階に応じた体系的な研究支援措置の推進、流動性の拡大
・若手教員のキャリアパスに応じた体系的な教育研究環境の整備

・各大学院、企業等による研究者の流動性拡大に関する取組の実施

② 国際的な通用性、信頼性の向上(大 学院教育の質の確保)

(1)大学院評価の確立による質の確保

◎事前評価(設置認可制度)と事後評価(認証評価制度など)の双方の適切な役割分担と協調の確保等を通
じて、全体として大学の質を保証する大きな枠組みを確立していくことが重要であり、とりわけ事後評価につ
いては、以下の3つの仕組みにより、早期に定着、実効性ある評価へと発展・充実させていくことが急務。① 自己点検・評価(大 学院の専門分野別自己点検・評価の促進)

② 認証評価(将 来的には、「機関別評価」(大学全体を評価)に加え、「専門分野別評価」を導入)
③ 評価団体の適正さを担保する仕組み

(2)国 際社会における貢献と競 争

①教育研究を通じた国際貢献・協調(国際化戦略支援、国際的な大学の質保証に関する協議への参加）
②国際競争力のある卓越した教育研究拠点の形成支援：ポスト「21世紀COEプ ログラム」の具体化
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三

「魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

「魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
現
代
社
会
の
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
創
造
性
豊
か
な
若
手
研
究
者
の
養
成
機

能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
大
学
院
に
お
け
る
意
欲
的
か
つ
独
創
的
な

研
究
者
養
成
に
関
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
支
援
を
行
う
平

成

一
七
年
度
新
規
事
業
で
あ
り
、
各
大
学
の
大
学
院
教
育

の
実
質
化

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

(図
7
)。
本
事
業
の
制
度

設
計
や
公
募
方
法
等
の
検
討
を
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
け
る
審
議

と
同
時
並
行
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
意
欲
的
か
つ
独
創
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
募
集
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
各
大
学
に
お
い
て
も
、
平
成

一
七
年
六

月
に
出
さ
れ
た
中
間
報
告
も
含
め
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
け
る
審

議
経
過
等
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
関
心
を
持

っ
て
い
た

だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

各
大
学
か
ら
は
、
事
業
初
年
度
で
あ
り
、
ま
た
準
備
期
間
も
短
か

っ
た
中

で

一
四
七
大
学
三
三
八
件
も
の
意
欲
的
か
つ
多
様
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
申
請
を

い
た
だ
き
、
『「魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
委
員
会

(石
弘
光
委
員
長
)』
に
お

い
て
、
四
五
大
学

九
七
件

の
優
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
定
し
て
い
た
だ
い
た

(図
8
)。

お
忙
し

い
中
、
公
募
か
ら
採
択
ま
で
、
約
四
か
月
と
い
う
短
期
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
精
力
的
な
ご
審
査

を

い
た
だ

い
た

『「魅
力
あ
る
大

学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
委

員
会
』
の
各
先
生
方
と
そ
の
事
務

局
で
あ
る
日
本
学
術
振
興
会
の

方
々
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
本
事
業
は
、
採
択
さ
れ
た

優
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
広
く

社
会
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
大
学
院
教
育
の
改
善

に
資
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
お

り
、
「特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ

ロ
グ
ラ
ム

(特
色
G
P
)
」
「
現

代
的
教
育

ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム

(現
代

G
P
)」
と

い
っ

た
い
わ
ゆ
る
グ

ッ
ド

・
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス

(G
P
)
型
事
業
の
特
徴

(①
国
公
私
立
を
通
じ
た
競
争
的

環
境
、
②
第
三
者
に
よ
る
公
正
な

審
査
、
③
社
会

へ
の
情
報
提
供
)

も
備
え
て
い
る
。

図6大 学 院教育振興 プラッ トフォーム(仮 称)の イメー ジ(案)

1今 後の大学院教育の改革の方向性

各大学院における教育の実質化、学位の国際的な通用性、信頼性の向上を図り、また世界的

な教育研究拠点の形成等により、国際的に魅力ある大学院教育の構築を進める。

具体的には、次に掲げる改革の方向性に沿った施策を実施する。

◆各課程ごとの人材養成機能(目 的 ・役割)の 明確化

◆大学院教育の実質化(教 育の課程の組織的展開の強化)と 円滑な学位授与

◆国際的な通用性、信頼性の向上(大 学院教育の質の確保)

◆組織的基盤の充実と卓越 した教育研究拠点の形成(世 界規模での競争力の強化)

◆若手教員(研究者)等の教育研究環境の改善(キ ャリアパス等に対応した体系的な支援の実施)

2実 施期間 平成18年 度から平成22年 度 までの5年 間

※ただ し、制度改正 については、で きるだけ早期の実現を目指す。

3具 体的な取組施策

(1)大 学院教育の実質化

①教育機能の抜本的充実

◎課程の目的、単位の考え方の明確化

◎修士課程及び博士課程(前 期)の 修了要件の見直し

◎FDの 実施

○優れた大学院教育の組織的展開 ・普及

○各大学院における取組状況を広 く情報提供

②学生への経済的支援

◎奨学金の審査の早期化

○特別研究員、TA、RA等 の資金制度の活用

③若手教員(研 究者)の 教育研究環境の改善

○キャリアパスに応じた体系的支援

○世界水準の教育研究環境の実現 な ど

(2)国 際的な通用性、信頼性の向上

①実効性ある大学院評価の取組を推進

◎成績評価基準の明示と厳格な成績評価の実施

○専門分野別自己点検 ・評価の促進

○専門分野別第三者評価機関の形成 ・導入

○専門分野別自己点検 ・評価結果の整理 ・公表

②国際貢献 ・交流活動の活性化

○各大学院の国際化戦略支援 など

(3)産 業界等 と連携 した人材養成機能の強化

①産業界等社会のニーズと大学院教育のマッチング

○産学協同教育プログラムの開発 ・実施

○実践的なインターンシップの実施

②産業界等と大学等の人材の流動化

◎博士課程短期在学コースの創設

○大学院入学後の補完的な教育プログラム等の実施 な ど

(4)国 際競争力のある卓越 した教育研 究拠点の形成

021世 紀COEプ ログラムの充実 とポス ト21世紀COEプ ログラムの具体化

◎:主 として制度改正に関す る事項

○:主 として取組支援 に関す る事項

図7魅 力ある大学院教育イニシアティブ公募内容

対 象 ：博士課程 を置 く専攻(研 究者養成を目的 とした修士課程 を置 く専攻 も可)

公募の範囲:「人社系」 「理工農系」「医療系」の3分 野

期 間 ：2年 間

審 査 ：「魅力ある大学院教育」 イニシアティブ委員会(独 立行政法人日本学術振

興会事務局 をお く)に よる第三者評価

予 算 ：30億円(平 成17年度)



1617

特集 ・新時代の大学院教育特集 ・新時代の大学院教育

採
択
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
計
画
に

沿

っ
て
大
学
院
教
育

の
実
質
化
に
向
け
た
歩
を
着
実
に
進
め

て
い
く
と
と
も
に
積
極
的
な
情
報
発
信

に
つ
い
て
も
ご
努
力

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
今
回
は
採
択
に
至
ら
な
か

っ
た

各
大
学
に
お
か
れ
て
も
、
様
々
な
事
例
を
参
考
に
し

つ
つ
、

今
後
も

「魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」

の
実
施
に
向
け
た
取
組

が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

図8平 成17年 度 「魅 力ある大学院教育」 イニ シアテ ィブ申請 ・採択状 況一覧

区 分

国立大学

公立大学

私立大学

合計

人 社 系

申 請 数

大学数

25

8

34

67

件数

50

8

42

100

採択課題数

大学数

15

0

9

24

件数

24

0

11

35

理工農系

申 請 数 採択課題数

大学数

56

4

26

86

件 数

131

11

26

168

大学数

19

1

2

22

件数

39

2

2

43

区 分

国立大学

公立大学

私立大学

合計

医療系

申 請 数

大学数

31

7

17

55

件 数

41

11

18

70

採択課題数

大学数

14

1

3

18

件数

15

1

3

19

合計

申 請 数

大学数

64

14

69

147

件数

222

30

86

338

採択課題数

大学数

30

2

13

45
一.1

件数

78

3

16

97

※大学数の合計は、1大 学で複数分野(系)へ の申請があるため、各系の合計数 と 「合計」欄の数値
は一致 しない。

詳細 は文部科学省HP http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/10/05102701.htm 参照

●
論
文
●

大

学

院

教
育

の
実

質

化

～
国
際
競
争
力
の
あ
る
教
育
拠
点
の
形
成
に
向
け
て
～

中

嶋

嶺

雄

(国
際
教
養
大
学
長

・
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
院
部
会
長
)

一

は
じ
め
に

二

一
世
紀
は
、
新
し
い
知
識

・情
報

・技
術
が
政
治

・経
済

・文
化

を
は
じ
め
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
の
活
動
の
基
盤
と
し
て
飛
躍
的

に
重
要
性
を
増
す
、
い
わ
ゆ
る

「知
識
基
盤
社
会

(

）」

の
時
代
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
た
と
え

ば
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る

の

著
し
い
普
及
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

一
層
進
展
し
、
国
境
を
超
え
て
高
度
か
つ

多
様
な
知
的
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
人
材

・
技
術
等
の
知
的
資
産
を
巡

る
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
教
育
研
究
上
の
相
互
協
力

や
世
界
的
貢
献
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
得
る
高
い
能
力
を
持

っ
た
人
材
や

国
際
的
な
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
大
学
院
は
こ
の
よ
う
な
人
材
養

成
機
能
の
中
核
を
担
う
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
よ
り

一
層
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
昭
和
六
三
年
に
九
万
人
で
あ

っ
た
大
学
院

学
生
数
は
、
現
在
、
約
二
五
万
人
と
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
公
立
大
学
の
法
人
化
、
法
科
大
学
院
等

の
専
門
職
大
学
院
制

度
の
創
設
、
設
置
認
可
制
度
の
弾
力
化
と
第
三
者
評
価
制
度
の
導
入
、

株
式
会
社
に
よ
る
大
学
設
置
を
認
め
る
構
造
改
革
特
区
な
ど
の
様
々

な
大
学
改
革
が
進
め
ら
れ
て
も
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て

わ
が
国
の
大
学
院
は
、

と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
教




